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                                   日立市立水木小学校 

Ⅰ 実践 

 １ 研究主題 

     差別や偏見をなくし、思いやりと助け合いの心をもって行動できる児童の育成 

―――――― 「いじめ０（ゼロ）運動」を通して ―――――― 

 

  （１） 主題設定の理由 

     ３．１１の東日本大震災で、校庭や校舎に大きな被害を受けた本校は、１学期は３か所に、

２学期からは２か所に分かれ、「分散型学校」という特殊な環境の中での教育活動を余儀なく

されている。そのために、運動会をはじめ、全校で取り組んできたいろいろな行事や活動の

実施が制限されることとなったが、本校児童にとって欠かすことのできない重要な教育活動

の一つである「いじめ０（ゼロ）運動」は、本年度も実施されることとなった。 

     今年度の本校の重点目標は、「すべての教育活動を通して、セルフエスティーム・自己肯定

感の育成に努める」である。セルフエスティームの低下は、不登校・社会的孤立・引きこも

り・反社会的行動などさまざまな問題を引き起こす原因となっている。セルフエスティーム

を育てるためには、人間関係の中で認められること、褒められること、居場所があることが

必要である。逆に、無視や仲間外れ、悪口などの「いじめ」で、子どもたちは傷つき、自信

や意欲を喪失し、セルフエスティームを大きく低下させることになる。したがって、この「い

じめ０（ゼロ）運動」は、すべての子どもたちの人権を守り、セルフエスティームの育成に

つながる大変意義のある取り組みであると考え、本主題を設定した。 

 

 （２） 研究の内容 

    ア 集会活動（いじめ０運動） 

    イ 職員研修（子どもの人権を守る・セルフエスティームを育てる） 

 

２ 実践内容 

 （１） 「いじめ０運動」の取り組み     

    ア 家庭で話し合いをし、『めばえノート』に親子で記入する。 

    イ 家庭で話し合ったことを学級でまとめる。（学級活動・道徳など） 

    （ア）『めばえノート』や『心のノート』を活用してまとめる。 

    （イ）学級で話し合い、自分から「いじめ０」の宣誓書にサインする。 

    （ウ）サインと同時に担任より、「いじめ０」シールを胸章にはってもらう。 

    ウ 「いじめ０（ゼロ）集会」（児童集会）で、各学級で話し合ったことを発表する。 

    エ 集会後、分かったことや感じたこと、自分の決意などを『めばえノート』や『心のノー     

      ト』に記入し、保護者にも読んでもらう。家庭で話し合ったことや学級での話し合いが

どのようにまとめられたのか、子ども自身のことばや文章で伝えられるようにする。 

    オ 保護者からも、ノートを読んだ感想やわが子への願いなどを記入してもらう。 

    カ 学校だより、学年だより、生徒指導だより（はまぎく）などで、「いじめ０（ゼロ）運動」 

      の取り組みのようすを知らせ、理解啓発を図る。 
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（２） 職員研修の実施 

    ア 「子どもの人権」を守るために 

      人権教育資料「言語環境から考える人権教育」（茨城県教育研究会）をもとに、ふだんの

教育活動で私たちが表現している「ひとこと」を振り返った。具体的な事例により「どこ

が問題なのか」「どんな言葉かけにしたらよいか」等を研修した。  

  イ 「子どものセルフエスティーム」を育てるために 

      セルフエスティームを育てるためには、「ほめる」ことが最も重要であることを確認し、

簡単なようでなかなかできない「ほめること」について、「ふつうにできることをほめる」

「手軽にほめる習慣をつける」「ほめるトレーニング」等を研修した。 

 

３ 成果 

    「いじめ０運動」は、家庭での話し合いからスタートしたので、子どもたちだけではなく、 

家族の思いや願いも込められた有意義な運動となった。一人一人が大切な存在であることを再 

認識し、人権感覚や人権意識を育てることにつながった。また、職員研修では、差別や偏見に

つながる私たち教員の「ひとこと」に留意するとともに、セルフエスティームを高める「ほめ

る」技術の必要性を実感し、「言語環境」から人権教育を考えるよい機会となった。 

 

Ⅱ 今後の課題 

   毎年６月に実施される「いじめ０運動」だが、１年に一度だけでなく、学級活動や道徳などの 

時間に「いじめ」についての話し合いを継続してもちたい。また、軽い気持ちでのからかいや冗 

談でも、「ことば」によって相手を傷つけるということを折にふれ指導する必要を感じた。ふだん 

から教室内の言語環境に気を配り、児童の人権感覚や人権意識を育てていきたい。 


